
まちのわだい

秦荘のやまいもプランター栽培体験
　5月10日、秦荘東小学校の4年生が「秦荘のやまい
もプランター栽培体験」を行いました。この体験は町
の伝統野菜「秦荘のやまいも」を地元の子どもたちに
身近に感じてもらおうと、秦荘やまいも振興会が中心
となり企画されました。児童は、3人1鉢で協力しな
がら、土を耕し、穴をあけてたねいもを植え、つるを
巻き付けるための支柱を立てました。
　体験した児童たちは、「穴を開けるのが難しかっ
た」「やまいもができるのが楽しみ」と感想を述べて
いました。
　秋には収穫が行われる予定です。

苺狩り体験
　5月23日・25日、あいしょうアグリで町内の幼稚
園児の苺狩り体験がありました。
　この体験は、あいしょうアグリの葊嶋 久平さん
（東円堂）が企画されました。
　園児たちは、たくさんの苺を前に、目を輝かせなが
ら苺狩りを体験し、「苺大好きっ！おいしい！」「こ
んなにたくさん食べたよ！」と楽しそうに感想を述べ
ていました。
　自分の手で収穫して味わう貴重な経験になりました。

寄付金をいただきました
　5月23日、スマイル エンジニア ジャパンから寄付
金をいただきました。
　スマイル エンジニア ジャパンは、東日本大震災の
東北復興支援のため、町内商工事業者が立ち上がり結
成されたボランティア活動グループです。
　今回は、昨年度イベント出店した際の収益金の一部
を、町内の子どもたちの教育やスポーツ振興に使って
ほしいという思いで、申し出をいただいたものです。
　寄付金は、町内の教育活動およびスポーツ活動に活
用させていただきます。

全国子ども会連合会表彰
　６月４日、藤野 喜久さん（長野）が全国子ども会
連合会表彰を受賞されました。
　藤野さんは、平成12年から字子ども会の指導者を
務め、愛荘町子ども会連合会初代会長、滋賀県子ども
会連合会副会長を歴任されました。
　札幌市で行われる予定であった表彰式は、新型コロ
ナウイルス感染症対策のため中止となり、滋賀県子ど
も会連合会総会で代読表彰されました。
　今後も子どもたちの健やかな育ちを求め、益々ご活
躍されることを期待しています。

▼たねいもを植えるために穴あけ機で穴をあける児童

▼苺狩りに夢中な園児たち

▼スマイル エンジニア ジャパンの皆さん

▼藤野 喜久さん（写真左）
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　坪田さんは、令和４年４月23日から24日に横浜武道館（神奈川県横浜市）で開催された全日本ジュ
ニア選手権大会のＵ-17グレコローマンスタイル48kg級で準優勝され、６月19日から６月22日まで、
中央アジアにあるキルギス共和国ビシュケクで開催された2022年U-17アジア選手権に、男子グレコ
ローマン48kg級日本代表として出場されました。
　坪田さんは、初めての国際大会に臆

お く

することなく健闘されましたが、残念ながらメダル獲得とはなり
ませんでした。随行した指導者は、「国際大会という不慣れな部分も多かったが、技術的な大差はな
かった」と話されていました。
　坪田さんは、小学校１年生で柔道を始め、愛知中学校でも柔道部に所属され初段の腕前をお持ちで、 
好きな格闘家の影響もあり、滋賀県立八幡工業高等学校に入学されてからレスリングを始められました。
　柔道で培った得意の投げ技を活かしながら、自身が全国優勝経験のある倉本監督の指導のもと、昨年
の県大会で優勝、全国高校選抜選手権ではベスト16へと頭角を現しました。
　全日本ジュニア選手権大会出場にあたり食事制限などの減量に苦しみながら、周囲の方々のサポート
により、滋賀県立八幡工業高等学校始まって以来の国際大会出場にこぎつけました。
　坪田さんは、国際大会に参加される前のインターハイ予選大会出場など、多忙な合間の６月８日に、
有村町長を表敬訪問され、「初めての国際大会で誰と戦えるのか楽しみにしている。日本代表選手とし
て日の丸を背負い、最後まで持ち前のパワーで悔いのない試合をやり切り、表彰台の一番上に立ち金メ
ダルを持ち帰りたい」と熱い思いを語られました。有村町長は「坪田さんの国際大会での活躍を町とし
て応援したい。これからも国際舞台で活躍する先人として、人を勇気づける存在となってもらいたい。
自らの強い意志で道を切り拓いていってください」と激励しました。
　また、同席された倉本監督は、「高校生で国際大会出場はすごいこと。多くの経験や学びをこれから
に活かしてほしい」と話され、母聖子さんは、「周囲の方々のサポートのおかげで結果を残せた」と感
謝の言葉を述べられました。
　今後も益々ご活躍されることを期待しています。

結果結果 インターハイ予選　団体戦県１位（6月）
Ｕ－17アジア選手権6位（6月19日～22日）

インターハイ出場　高知県（8月1日～4日）

表敬訪問にて熱い思いを語る坪田 諭依さん 倉本監督（写真左）坪田 諭依さん（写真中央）

今後の予定 …
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